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地球情報の多次元モデルと標準化
Multi dimensional modeling of geoinformation and the standardization
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地球情報は地球という惑星に関する様々な関連情報からなる．情報科学で扱う場合，平面状に投影された 2次元で扱
うのが従来であったとするなら，3次元以上の次元を効果的に扱うのがこれからであろう．そのためには，情報機器の飛
躍的な発展が前提となる．２次元情報にも投影された 3次元情報でも，GISをベースとしてOGCやGeoSciMLなどの国
際標準とGRASS-GISなどの FOSSの普及により，より効果的で使いやすいものになった．3次元以上の多次元について
も，その延長上で考えることができる．2次元モデルでは，標準化による電子地質図などのアクセス容易化やデータベー
スの充実が大きな原動力になった．3次元モデルでも有限要素法などのシミュレーション・モデルが発達しており，石油
探鉱や鉱山開発などで各種の高額なソフトウエアが市販され，あるいは独自開発されてはいるが，一般的な普及には達
していない．これは，多次元に対応した標準化が十分でなく 3次元情報のデータとメタデータ公開が進んでいないこと
が大きかったが，最近，改善されつつある．3次元以上の地球情報メタデータの国際標準化と，それに合致する各種デー
タベースを充実する一方，FOSS開発を促すためのテストベッドの公開，即ち，代表的な 3次元地質モデルのソースデー
タ公開をはかることが必須である．
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